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調べた。リアルタイムqPCR により、cnrip1 mRNA の存在量が胞胚期には低いが
原腸胚期に著しく増えること、そして神経胚期中期には減少するが神経胚期後
期には再び増え、尾芽胚期まで高いままであることが示された。ホールマウン
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